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★保護者アンケート 学校信頼度９０％突破！ 

 保護者アンケートの集計結果を分析したところ、保護者の皆さんの学校に対する 
信頼度（学校の教育活動に関する全ての設問の肯定的な回答の割合を合計してその 
平均値を算出した数字）が、ついに９０％の大台に乗りました。 

学校信頼度 
令和３年度 ８９．１％ 
令和４年度 ８９．７％ 
令和５年度 ９２．８％ 

保護者の皆さんのご理解とご協力のおかげで、土っ子達は楽しく学びとても充実 
 した学校生活を送ることができています。心より感謝申し上げます。 

しかしながら、１３番の「ＳＮＳ機器の使い方について、よく話し合い、しっか 
りと見守っている」ご家庭の割合は，保護者の皆さんから見て６８％と課題となっ 
ております。学校と家庭がしっかりと連携しながら、ＳＮＳ機器等のよき使い手を 
育成するための「デジタルシティズンシップ教育」をなおいっそう推進していきた 
いと考えています。 

   Ａ：８０％～１００％  Ｂ：６０％～７９％  Ｃ：５９％以下 
 
 
記述意見    （○：ご意見、 ●：ご意見やご質問 、 →：回答）  

○息子は毎日楽しく元気に学校へ通わせていただいております。これも先生方のご指導のおか

げです。ありがとうございます。  

○学校だよりと学年通信で定期的に学校の活動の様子が知ることができるので良いと思いま

す。有難いです。  

○子どもの様子をおたよりに写真付きで掲載してくださるので、とてもわかりやすいです。（写

真撮影やおたより作成はとても大変かと思いますので有難く思っています。）  

 

 

 質 問 肯定的回答の割合 

１ 子どもは楽しそうに学校に通っている。 ９４％ Ａ 
２ 学校は，楽しくわかりやすい授業づくりに努めている。 ９７％ Ａ 
３ 学校は，子どもの個性や良さを認めている。 ８９％ Ａ 
４ 学校は，子どもの生活や行動について適切な指導をしている。 ９２％ Ａ 
５ 学校は，子どものことについて相談しやすい環境を整えている。 ９２％ Ａ 
６ 学校は，いじめのない環境づくりに取り組んでいる。 ７９％ Ｂ 
７ 学校は，育てたい子どもの姿や教育方針をわかりやすく伝えてい

る。 
９３％ Ａ 

８ 学校は，「おたより」などで教育活動や学校生活の様子を積極的に
伝えている。 

９８％ Ａ 

９ 学校は，地域や保護者と積極的に連携しようとしている。 ９５％ Ａ 
10 学校は，子どもの安全確保に努めている。 ９９％ Ａ 
11 （保護者）子どもと学校のことについてよく話している。 ８６％ Ａ 
12 （保護者）子どもは自転車に乗る時には必ずヘルメットを着用し

ている。 
９４％ Ａ 

13 （保護者）子どもとＳＮＳ機器の使い方等についてよく話し合い，
しっかりと見守っている。 

６８％ Ｂ 

 
 

（荒土小学校ブログ）  

 真理
ま こ と

 



○毎日、学校のブログをアップしていただきありがとうございます。楽しく拝見させていただ
いています。おたより等もホーム＆スクールのアプリからスマホで見たい時にいつでも見ら
れるようになっていて助かっています。  

〇学校でのこと（勉強、生活、友人関係など）尋ねてもあまり話したがらないので、ブログやお
便りで学校の様子を発信していただき、安心できます。  

○体調不良時等はこまめな連絡をしてくださるのでありがたいです。  
〇子供の体調が悪い時や学校で変わった様子があったときなどはお知らせいただき、ありがた
かったです。家では気づかなかったことが分かり、様子を見ることができました。いつもあ
りがとうございます。  

○少し変化があるとこまめに連絡してくださり、子どものことをしっかりと見て考えてくださ
っていることがすごく伝わります。いつも、お忙しい中、ありがとうございます。  

○クマ対策をしてくださったり、車での送迎時にはいつも交通整理をしてくださったりありが
とうございます。とても助かっています。  

○いつも明るく温かく対応していただき感謝しております。週ごとの学習予定表もわかりやす
く助かっています。  

○子供達一人一人に寄り添う教育をしていただき感謝しています。  
○熱心な先生が多く、地域との連携も意識されておりとても感謝しております。  
〇子供達の個性を尊重し、子供たちが伸び伸びと成長できる環境だと思います。少人数のデメ
リットもあるのかもしれませんが、メリットの方が大きいと思います。いつも、子ども達を
熱心にご指導いただきありがとうございます。  

 
【言葉遣い】 
●家では使わないような乱暴なフレーズを言うことがあり、お友達との会話の中で使われてい
るのかなと感じることがあります。  

●学校生活において、全体的に言葉遣いの悪さが気になることがあります。  
  
→  乱暴な言葉遣いは、他の人格を傷つけたり友達関係のトラブルの原因になったりしま 
す。一人一人の人格や人権を大切にすることは本校の教育の重要課題であると考えてい 
ます。正しい言葉遣いについて、学校生活の様々な場面で継続して指導してまいります。
また、生活・集会委員会が中心となって、３学期に正しい言葉遣いに関する啓蒙・啓発  
活動に取り組みます。  

 
【いじめのない環境づくり】 
●いじめのない環境づくりにもっと取り組んでほしいなと思います。  
  
→  「学校は、いじめを決して許さない。」ということについて、繰り返し子ども達に指導し 
ていきたいと考えています。また、互いの良さを認め合えるよう、温かい雰囲気の学級づ 
くりや対話的な授業づくりをさらに進めてまいります。万が一、いじめが疑われる事案が 
発生した場合には、チーム学校で迅速かつ丁寧に対応いたします。  

 
【下校指導】 
●下校時、同じ地区の子がいるにもかかわらず、途中から1人になることがあるようで心配です。
学校から出ると、仲のよい子同士で下校しているようなので、できれば地区の子と帰ってほ
しいなと思います。  

  
→  クマによる人身被害や不審者等から身を守るため、できるだけ同じ地区の子ども同士が 
複数で下校するよう、再度、指導いたします。 

 
【タブレットの持ち帰り】 
●毎日タブレットを持って帰ってきていますが、登下校が徒歩のため、タブレットの分、かば
んがこれまでより重くなりました。タブレットを使っての宿題がないのであれば、タブレッ
トの持ち帰りならびに連絡帳による連絡を検討していただけないでしょうか。  
 
→ 本校では、ＳＮＳ機器のよき使い手を育成することを目的としてデジタルシティズンシ  
ップ教育を推進しております。また、家庭学習でタブレットを活用したり、インフルエン 
ザやコロナ等の感染拡大防止のための学級閉鎖時にタブレットを活用して朝の会や授業が 
できるよう、発達段階に応じてタブレットの持ち帰りを推奨しています。 
以前に比べて、教科書全部を持ち帰ることは少なくなりました。教科書を家に持ち帰ら 

なくてもよい教科はなるべく学校に置いて帰るようにして、子ども達のランドセルの中身 
が過重にならないよう十分に配慮していきたいと考えています。  


